
救命救急施設へのアクセス向上による、搬送の円滑化

滑川富山バイパスの整備（４車線拡幅）により、

滑川市と富山市をつなぐ東西方向のアクセスが

改善。

県東部から国道８号を利用して富山市へ向かう

交通の所用時間短縮や走りやすさの向上により

周辺住民の利便性が向上。

滑川富山バイパスを利用して県立中央病院へ

の救急患者の搬送の円滑化が向上。
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156

41

８

８

160

富山県

滑川富山ﾊﾞｲﾊﾟｽ

156

41

８

８

160

富山県

滑川富山ﾊﾞｲﾊﾟｽ

新潟県

石川県

岐阜県

40

37
38

35

25

30

35

40

45
（分）

上り（石川→新潟方面） 下り（新潟→石川方面）

●搬送ルートは、国道８号を利用することが多い。
●これまで朝夕ピークの渋滞に巻き込まれることが

 何度かあり、車は避けてくれるものの、時間がかか
 ることがあった。

●通常時でも対面通行の場合、避けてくれない車
 両や追い越そうとする車両がいて危険だったが、４
 車線化で路肩を走行することが無くなり、安全に

 なった。
 

（滑川消防署ヒアリング）

地元消防署員の声

拡幅前の国道8号の渋滞発生状況

（新潟方面より富山市方面を望む）
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通過時間の短縮（走行プローブ結果）
整備前：平成22年10月7日（木）
整備後：平成22年12月9日（木）

渋滞損失時間の削減
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滑川市の救急搬送実績（H17-H21）
※ 出典：H21年度滑川市消防年報

救急搬送のうち
急病の割合が

約60%前後と高い。
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